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平成２３年度７月補正予算の概要 

１ 補正予算の編成の考え方 

今回の補正予算については、平成２３年３月１１日に発生した東日本大地震、大

津波及び東京電力福島第一原子力発電所の重大事故への対応として、市民の安全・

安心を確保する観点から緊急的に原子力災害対策などを実施するため、災害関連第

５次補正予算として必要な予算措置を講ずることとした。 
 

２ 一般会計補正予算（第５号）の概要 

（１）補正予算の規模 

歳入は、国・県支出金、繰越金、市債などを計上し、歳出は上記の考え方に基

づき計上した。 
この結果、補正額 4,605,539千円を追加し、補正後の一般会計歳入歳出総額が

46,746,985千円となった。 
 

（２）主な補正内容 

 原子力災害対策（30事業） 1,267,476千円

 ＜徹底した除染の実施：964,749千円＞ 96

 ○新線量低減化活動支援事業（団体補助金等）(P10) 92,500千円

 ○新公園環境緊急改良事業（農村・都市・児童公園）(P16, P18) 192,822千円

 ○新各施設線量低減化等事業（11事業）(P16,P18,P20,P22) 43,299千円

 ○新校庭等表土改善事業(P20) 612,179千円

 ○新校舎等線量低減化事業(P20) 23,949千円

 ＜健康管理支援、モニタリングの強化等：302,727千円＞ 

 ○新健康管理支援事業（個人・空間線量計）(P8,P10) 194,425千円

 ○新原子力災害環境測定事業(P10) 18,297千円

 ○拡農作物栽培環境研究事業(P12) 19,820千円

 ○新農作物等放射線測定事業(P14) 16,530千円

 被災者支援（5事業） 223,394千円

 ○新高齢者見守り等支援事業（緊急通報システム、移動販売、循環バス）(P8) 14,189千円

 災害廃棄物処理等（3事業） 2,792,485千円

 ○新警戒区域内一般廃棄物処理事業(P10) 29,748千円

  災害等廃棄物処理対策事業(P12) 2,762,737千円

 災害復旧（3事業）(P14～18) 42,789千円

 ○新は新規事業、○拡は拡充事業 
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【参考】財政調整基金の状況 

（単位：千円）

補正前 今回 補正後 補正前 今回 補正後

1,470,741 273 191,067 191,340 1,401,241 176,629 1,577,870 84,211

H22末残高
積立額 取崩額 H23末残高

見込み

 
 

３ 特別会計補正予算の概要 

①農業集落排水事業特別会計（第２号） 

東日本大震災に伴う農業集落排水処理施設の災害復旧経費などを計上するも

ので、補正額 121,228 千円を追加し、補正後の歳入歳出総額が 420,002 千円と
なった。 

  

②病院事業会計（第１号） 

収益的支出は、東日本大震災に伴う総合病院施設の災害復旧経費及び放射線

除染に係る経費などの追加により 19,736 千円を増額し、補正後の支出総額が
4,592,299千円となった。 
資本的支出は、ホールボディカウンター整備費の追加により 52,185千円を増
額し、補正後の支出総額が 603,628千円となった。 

 
 ③工業用水道事業会計（第１号） 

資本的支出は、東日本大震災に伴う工業用水道施設の災害復旧経費の追加な

どにより 334,368千円を増額し、補正後の支出総額が 374,943千円となった。 


